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1984 年の完成以来、20 年以上にわたって活躍を続けてきた MU レーダーには、最近、「MU レーダー観測強化シス

テム」が導入された。同システムは「超多チャンネルデジタル受信システム部」と「低損失信号伝送部」から構成

されている。「超多チャンネルデジタル受信システムは受信系を従来のアナログ復調器 4 系統からデジタル復調器

29 系統に大幅に増強したものであり、変調器部分もデジタル化されている。25 の受信群(それぞれ 19 本の八木ア

ンテナで構成)それぞれの受信データを個別に取得・解析することが可能となっている。更に占有周波数帯幅が

3.5MHz に拡大され、パルス圧縮の自由度が大幅に向上するなど、レーダーの基本的諸元にも改良が及んでいる。

制御・信号処理用の主計算機は PC ベースの LINUX システムに改められ、ディジタル受信部からのデータは

1000Base-T ネットワークを介して主計算機に伝送される。一方、「低損失信号伝送部」では、アンテナ放射器の約

30%を新品に交換し、さらに偏波切替器に使用されている機械式リレーを除去するなど、信号伝送部の伝送ロスを

最小化する努力が払われた。 

新しいシステムを導入した主な目的は、最新の観測技術であるレーダーイメージングの導入によって、MU レー

ダーの時間・空間分解能を大幅に向上し、大気乱流など微細構造の観測を可能とすることである。現在、同システ

ムのソフトウエア開発が行われているほか、観測も開始されている。講演ではシステム紹介とこれまでの観測成果

を紹介する。 


